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【本ユニットにおける研究テーマ】 

和文  WWⅡ後占領期沖縄での米軍の性病対策 

 

英文 Venereal Disease Control Conducted by the U.S. Military during the Post-War 

Occupation of the Ryukyus. 

 

【研究のねらいと目的】（600 字程度） 

【研究業績】学会報告・論文など 

本研究は、第２次世界大戦後の占領地沖縄で米軍が実施した性病対策の考察を

おこない、直接統治沖縄での実態を明らかにする。 

 これまで間接統治日本本土の性病対策を、①GHQ の政策②日本の法制度③

新聞・雑誌④被害者たちの語りの４点から考察した結果、性病対策のための強

制検診は、おんなたちへの性暴力であったことや、おんなたちの身体を管理す

る政策であったことを明らかにした。 

 本研究は、占領地沖縄の性病対策に関して①米軍および米国政府等関係機関

の政策②沖縄のメディア③占領期沖縄のひとびとの体験の３つの観点から考

察をおこなう。沖縄での性病対策を考察することで、沖縄と日本本土の性病対

策を検討することができる。このときはじめて、分割統治された日本の性病対

策の全体像を解明することができる。占領軍である米軍がおこなった性病対策

の全体像を解明することは、性病の強制検診の被害者の尊厳回復に重要であ

り、米軍の占領政策解明の基盤となる研究である。 

  

2014 年 9 月に、インパクト出版会より出版することが

できた。同書は、2014 年度一般財団法人竹村和子フェミ

ニズム基金出版助成補助金を受けた。 

 また 9 月に、2014 年度文部科学省科学研究費、研究活動

スタート支援(2 年間)を受けることができた。 



【成果の概要】（800 字程度） 

【通信欄】 

 

 2014 年 11 月 21 日：一橋大学ジェンダー社会科学研究センターからの招聘で、公

開レクチャー・シリーズ 第 28 回「日本占領と性 ―性暴力、売買春から親密な関係

まで」で報告した。 

 2014 年 12 月 7 日：三橋順子さん(性社会史・文化史研究者)、西川祐子さん(元京都

文教大学教授)、深田卓さん(インパクト出版会代表・編集者)を招聘し研究会を行い報

告した。本研究会は、研究大学教化促進事業「百家争鳴」プログラム協力からの支援

を受けることができた。 

 2015 年 1 月 24 日：京都大学アジア研究教育ユニット(KUASU) 研究会を企画運営。

報告した。この研究会は、過去 2 回の研究会を発展的に継承したものとなった。 

 2015 年 2 月 17 日から 1 週間、米国国立公文書館にて占領初期沖縄の性病対策の資

料調査をおこない、該当資料をみつけることができた。 


